
解
体
新
書
巻
之
三
の
内
容
を
い
わ
ゆ
る
「
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ

ア
」
の
そ
れ
と
比
較
し
、
主
な
相
異
点
の
う
ち
、
一
部
を
記
す
。

第
十
三
表
胸
に
つ
い
て
の
項
で
は
、
乳
房
の
説
明
中
「
未
有
婦

人
有
児
而
無
乳
汁
者
也
」
は
原
典
に
は
み
ら
れ
ず
、
敏
感
の
内
容
を

「
其
汁
満
則
先
知
於
此
」
と
訳
し
、
乳
輪
の
意
義
を
「
乳
頭
居
其
中

而
似
使
之
結
束
於
此
也
」
と
誤
訳
し
、
横
隔
（
胴
）
膜
の
は
た
ら
き

の
訳
「
佐
腸
胃
之
運
化
也
」
は
わ
か
り
や
す
い
。
横
隔
膜
の
記
載
を

「
其
膜
之
周
囲
有
薄
肉
為
縁
又
有
円
筋
輻
之
」
と
誤
訳
し
、
縦
隔

（
縦
隔
膜
）
が
胸
の
中
隔
で
あ
る
こ
と
を
訳
し
て
い
な
い
。

第
十
四
表
肺
に
つ
い
て
の
項
で
は
、
そ
の
形
状
の
う
ち
犠
牛
蹄

に
つ
い
て
の
注
は
お
も
し
ろ
い
。
縦
隔
が
肺
を
左
右
に
分
け
る
こ
と

を
「
裏
肺
之
二
大
葉
者
縦
隔
膜
也
」
と
誤
訳
し
、
「
左
右
各
分
裂
而

為
二
或
為
三
」
は
原
意
よ
り
も
明
解
で
、
肺
を
囲
む
も
の
の
う
ち
胸

い
わ
ゆ
る
「
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
」

と
解
体
新
書
の
比
較
（
そ
の
三
）

酒

井

|亘

骨
を
肋
骨
と
誤
訳
し
、
ま
た
、
気
管
の
各
部
の
ラ
テ
ン
語
名
及
び
ア

ダ
ム
の
り
ん
ご
を
訳
し
て
い
な
い
。
「
肺
管
為
岐
者
直
内
子
両
肺
分

而
為
多
支
」
、
「
能
使
肺
脹
」
及
び
「
其
血
脈
是
使
従
心
右
方
所
受
之

血
入
於
心
左
方
也
肺
於
是
乎
養
焉
」
は
原
典
に
は
承
ら
れ
な
い
。
肺

の
は
た
ら
き
の
一
部
は
原
意
よ
り
も
詳
し
く
、
一
部
は
簡
潔
に
訳
し

て
あ
る
。

第
十
五
表
心
臓
に
つ
い
て
の
項
で
は
、
円
錐
（
圭
偶
綾
）
の
注
は

わ
か
り
や
す
い
。
心
臓
が
強
い
筋
線
維
か
ら
な
る
こ
と
を
訳
さ
ず
、

両
心
耳
の
構
造
を
「
左
右
各
有
所
主
」
と
誤
訳
し
、
中
隔
の
溝
に

。
一
条
言
如
桃
子
去
核
之
状
」
と
注
解
を
加
え
て
い
る
が
、
心
膜
の

は
た
ら
き
に
つ
い
て
の
訳
は
内
容
が
不
十
分
で
あ
る
。
「
如
循
環
無

端
芙
」
は
訳
が
原
意
と
は
少
し
異
な
る
。
弁
の
開
閉
の
説
明
は
原
典

に
は
な
い
。

第
十
六
表
大
動
脈
（
動
脈
）
に
つ
い
て
の
項
の
「
其
微
細
而
不

可
名
状
者
不
挙
干
此
突
」
、
「
名
日
弓
」
及
び
「
又
其
支
別
者
従
之
至

腕
」
は
原
典
に
糸
ら
れ
ず
、
外
頸
動
脈
（
烏
胃
外
豚
）
の
記
載
中
「
上

行
絡
脳
而
至
舌
」
は
誤
訳
で
あ
る
。
腹
腔
動
脈
（
胃
脈
之
幹
）
の
「
別
而

行
左
右
其
右
行
者
」
は
原
意
よ
り
も
詳
し
い
。
腸
骨
動
脈
（
腸
骨
脈
）

の
記
載
は
原
意
と
は
少
し
異
な
る
。
内
、
外
両
腸
骨
動
脈
の
個
為
の
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枝
を
説
明
せ
ず
、
大
動
脈
の
は
た
ら
き
の
一
部
を
訳
し
て
い
な
い
。

第
十
七
表
大
静
脈
（
血
脈
）
に
つ
い
て
の
項
で
は
、
静
脈
を
動

脈
と
は
逆
（
の
方
向
）
に
取
り
扱
う
と
い
う
こ
と
を
「
蓋
動
脈
者
順
行

血
脈
者
逆
行
美
」
と
誤
訳
し
、
肩
甲
静
脈
（
岬
骨
脈
）
と
腋
窩
静
脈

（
腋
脈
）
の
訳
は
原
意
と
は
少
し
異
な
る
。
オ
ラ
ン
ダ
語
の
直
訳
（
頭

脈
、
肝
脈
、
母
脈
等
）
は
各
所
に
み
ら
れ
、
訳
は
正
し
い
。
内
腸
骨
静

脈
（
腸
骨
内
脈
）
の
訳
は
原
意
よ
り
も
詳
し
い
。
大
静
脈
の
ま
と
め
の

訳
は
原
典
の
記
載
と
は
異
な
る
部
分
が
多
い
。

第
十
八
表
門
脈
に
つ
い
て
の
項
で
は
、
門
脈
の
名
称
の
巾
来
に

つ
い
て
の
注
は
わ
か
り
や
す
い
。
門
脈
が
腹
部
内
臓
か
ら
の
血
管
が

合
流
し
、
肝
臓
内
で
再
び
分
枝
す
る
こ
と
を
「
其
支
入
肝
者
與
血
脈

微
細
者
交
也
」
と
訳
し
、
小
児
の
門
脈
と
脳
静
脈
の
関
係
の
記
載
は

原
意
と
は
異
な
る
。
短
胃
静
脈
の
記
載
で
は
腸
と
胃
を
誤
記
し
、
腸

間
膜
静
脈
の
訳
は
原
意
よ
り
も
わ
か
り
や
す
い
。
門
脈
の
は
た
ら
き

に
つ
い
て
の
訳
は
原
意
と
は
少
し
異
な
る
。

第
十
九
表
腹
に
つ
い
て
の
項
で
は
、
白
線
（
白
条
）
の
役
目
を

誤
訳
し
、
腹
膜
（
井
私
沙
屈
）
及
び
腹
膜
突
起
（
腹
縦
膜
）
の
訳
は
原
意

と
は
異
な
る
。
大
網
（
腸
網
）
の
一
部
を
訳
さ
ず
、
そ
の
は
た
ら
き

に
つ
い
て
は
、
「
主
…
：
・
與
脂
之
熱
稠
及
為
飲
食
消
化
之
一
助
也
」

と
訳
の
方
が
わ
か
り
や
す
い
。
腸
及
び
腸
間
膜
の
説
明
を
訳
さ
ず
、

腹
の
役
目
に
つ
い
て
の
訳
は
原
意
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

第
二
十
表
食
道
、
胃
及
び
腸
に
つ
い
て
の
項
で
は
、
噴
門
の
記

載
は
「
貫
横
隔
膜
也
神
経
多
居
此
故
知
寒
熱
」
と
原
意
と
は
異
る
が

わ
か
り
や
す
い
。
幽
門
の
形
に
つ
い
て
は
「
其
状
如
罎
口
」
を
追
加

し
、
Ｓ
状
結
腸
の
Ｓ
の
字
の
注
解
は
当
時
の
世
情
を
示
し
て
い
る
。

腸
の
は
た
ら
き
は
よ
く
内
容
を
理
解
し
た
訳
で
あ
る
。

第
二
十
一
表
腸
間
膜
と
乳
ビ
管
に
つ
い
て
の
項
で
は
、
上
部
三

個
の
腰
椎
を
第
三
腰
椎
と
誤
訳
し
、
腸
間
膜
の
区
分
を
簡
潔
に
訳

し
、
「
加
蝋
亜
古
」
の
訳
は
よ
く
そ
の
意
を
表
わ
し
て
い
る
が
、
そ

の
は
た
ら
き
及
び
腸
間
膜
腺
の
説
明
を
訳
さ
ず
、
乳
ビ
管
と
リ
ン
パ

管
の
関
係
を
「
又
有
水
道
者
」
と
誤
訳
し
、
乳
ビ
槽
（
奇
継
科
臼
）
の

位
置
の
記
載
は
原
意
よ
り
も
わ
か
り
や
す
い
。
胸
管
の
開
口
部
及
び

半
月
弁
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
は
訳
さ
ず
、
腸
間
膜
の
意
義
を
「
主

維
護
腸
使
物
無
凝
滞
於
此
也
」
と
内
容
物
の
移
動
に
注
目
し
て
訳
し

て
い
る
。

第
二
十
二
表
膵
臓
に
つ
い
て
の
項
の
一
部
を
訳
し
て
い
な
い

が
、
特
記
す
べ
き
誤
訳
は
象
ら
れ
な
い
。
一
部
に
は
訳
し
て
い
な
い

部
分
及
び
誤
訳
と
思
わ
れ
る
部
分
も
あ
る
が
、
重
大
な
誤
り
は
ほ
と
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ん
ど
み
ら
れ
ず
、
ラ
テ
ン
語
用
語
は
こ
れ
を
理
解
し
得
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
が
オ
ラ
ン
ダ
語
用
語
は
こ
れ
を
正
し
く
訳
し
、
ま
た
、
他

の
図
書
を
参
照
し
て
注
を
加
え
る
な
ど
、
読
者
に
本
書
の
内
容
を
理

解
さ
せ
よ
う
と
す
る
努
力
が
各
所
に
翠
ら
れ
る
。

（
名
古
屋
大
学
医
学
部
解
剖
学
第
一
講
座
）

先
年
演
者
は
稲
村
白
羽
（
三
伯
の
あ
ざ
な
）
述
の
写
本
「
金
直
方
註
」

一
冊
（
一
九
・
五
×
十
三
・
四
四
を
入
手
し
た
。
一
頁
十
行
で
、
杏

樹
堂
と
し
る
し
た
外
紙
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
凡
例
七
枚
、
目

録
二
枚
、
本
文
四
七
枚
、
計
五
六
枚
で
あ
る
。
凡
例
の
文
末
に
「
干

時
天
明
四
年
甲
辰
季
冬
、
因
幡
州
稲
邨
白
羽
誌
」
と
書
か
れ
て
い

る
。
邨
は
村
で
、
白
羽
は
三
伯
の
字
、
季
冬
は
十
二
月
で
あ
る
。

「
目
録
は
処
方
の
目
次
で
、
五
三
の
煎
薬
と
一
つ
の
丸
剤
名
が
書
か

れ
て
い
る
。
本
文
第
一
頁
の
一
行
目
に
「
金
置
方
註
巻
一
、
因
幡
州

稲
邨
白
羽
述
」
と
し
る
さ
れ
、
桂
枝
湯
方
以
下
五
四
の
処
方
の
成
分

と
そ
の
割
合
、
方
の
趣
（
効
能
、
適
応
症
）
が
、
三
伯
自
身
の
考
も
入

れ
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
末
尾
に
「
新
撰
金
直
方
註
巻
一
終
」

と
あ
り
、
以
下
続
巻
が
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
な
お
凡
例
の
第
一

頁
欄
外
に
「
石
田
」
と
「
窟
」
の
二
つ
の
朱
印
が
押
し
て
あ
り
、
裏

稲
村
白
羽
（
三
伯
）
の
「
金
置
方
註
」

に
つ
い
て

中

!'I

沃
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